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い
よ
く
近
日
中
に
正
式
辞
令
が
下
付
さ
れ
次
第
、
本
月
中
に
も
直
ち
に
先
発
隊

一
行
は
現
地
に
赴
き
所
定
の
活
動
を
開
始
す
る
見
込
で
、
こ
、
数
日
間
の
研
究
所

の
動
き
は
赤
松
教
授
初
め
各
研
究
員
共
極
め
て
活
発
化
し
て
ゐ
る
。

既
に
先
月
二
十
三
日
（
金
）
に
は
午
前
十
時
か
ら
職
員
集
会
所
に
お
い
て
赤
松
教

授
を
始
め
研
究
所
員
全
部
が
出
席
し
南
方
調
査
方
針
に
関
す
る
打
合
せ
会
を
行
つ

た
が
今
日
こ
の
頃
の
研
究
所
の
状
勢
は
た
寸
も
う
出
発
前
の
慌
た
寸
し
さ
に
と
り

つ
か
れ
た
形
で
各
方
面
と
の
往
来
頻
繁
を
極
め
て
ゐ
る
。

研
究
所
の
動
き

研
究
報
告
会

◇
十
月
五
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
職
員
集
会
所
に
お
い
て
”
満
州
小
麦
の
発
達

史
。
小
林
政
一
氏

◇
十
月
九
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
一
橋
講
堂
に
お
い
て
”
外
南
洋
の
環
境
要
素

と
地
位
。
石
田
龍
次
郎
氏

◇
十
月
±
二
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り
一
橋
講
堂
に
お
い
て
”
敵
産
煙
草
事
情
。

阿
部
源
一
氏

商
学
会

商
学
会
で
は
先
月
十
九
日
（
月
）
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
如
水
会
館
に
お
い
て
川

島
信
太
郎
氏
の
滴
支
視
察
談
を
聴
い
た
。

講
演
会

東
亜
経
済
研
究
所
で
は
先
月
中
に
次
の
如
く
三
つ
の
講
演
を
聴
取
し
た
。

一
、
十
月
十
二
日
（
月
）
午
後
一
時
か
ら
一
橋
講
堂
に
お
い
て
”
南
方
政
策
に
関

す
る
諸
問
題
・
外
務
省
南
洋
局
第
二
課
長
東
光
武
三
氏

二
、
十
月
十
三
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら
如
水
会
館
に
お
い
て
、
拓
務
省
拓
南
局

長
条
重
干
夫
氏
の
南
方
談

三
、
十
月
二
十
八
日
（
水
）

尉
よ
り
南
方
事
情
を
聴
く

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
如
水
会
館
に
お
い
て
榊
原
中

統
制
機
構
特
殊
問
題
委
員
会

統
制
機
構
特
殊
問
題
委
員
会
で
は
発
足
以
来
の
鉄
鋼
統
制
の
研
究
か
ら
石
炭
統
制
一

の
研
究
に
焦
点
を
向
け
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
去
る
二
日
如
水
会
館
に
お
い
て
石

炭
統
制
会
か
ら
茂
野
吉
之
助
氏
（
明
三
五
）
並
に
長
岡
孝
氏
（
大
七
）
を
招
い
て

講
演
を
き
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
五
六
号
（
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
日
）

㈱
研
究
所
大
陸
進
出
の
基
礎
成
る

　
現
地
三
要
地
に
出
張
所

　
調
査
に
基
金
食
込
み
も
考
慮

　
高
瀬
学
長
帰
朝
談

創
業
の
日
な
ほ
浅
き
本
学
東
亜
研
究
所
に
、
更
に
大
陸
へ
進
出
の
足
場
を
求
め
る

べ
く
、
本
秋
十
月
十
七
日
東
京
発
満
支
旅
行
を
試
み
た
高
瀬
学
長
は
、
各
地
如
水

会
支
部
な
ら
び
に
現
地
関
係
諸
機
関
の
多
大
の
支
援
を
得
て
ほ
∵
所
期
の
目
的
を

達
し
、
約
五
十
日
に
亘
る
旅
程
を
お
へ
て
去
る
五
日
十
六
時
十
分
東
京
駅
に
安
着

し
た
。
現
地
出
張
所
設
置
は
研
究
所
が
い
よ
く
実
地
研
究
に
の
り
出
し
た
こ
と

を
示
す
も
の
と
し
て
一
大
躍
進
と
称
せ
ら
る
べ
く
、
な
ほ
山
積
す
る
問
題
を
通
し

て
今
後
の
方
針
を
い
か
に
持
す
る
か
、
帰
朝
に
あ
た
つ
て
高
瀬
学
長
は
大
略
次
の

如
き
談
話
を
発
表
し
た
が
、
次
の
諸
点
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
一
、
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現
地
諸
機
関
は
有
力
な
る
出
張
員
を
求
め
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
地
研
究
調
査
に

は
な
ほ
理
論
が
欠
乏
し
、
そ
の
本
学
研
究
所
に
多
大
の
期
待
が
よ
せ
ら
れ
る
こ
と
、

二
、
本
学
研
究
所
は
現
地
駐
在
員
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
地
諸
調
査
機
関

と
連
絡
、
各
機
関
の
行
ふ
研
究
調
査
の
資
料
を
入
手
し
得
る
便
を
得
た
こ
と
、
三
、

現
地
駐
在
員
は
出
来
得
れ
ぱ
早
々
本
学
よ
り
派
遣
し
て
仕
事
に
着
手
を
い
そ
ぐ
こ

と
、
四
、
も
し
有
効
な
る
仕
事
が
発
見
し
得
た
際
に
は
基
金
を
消
費
し
て
v
も
、

大
々
的
な
研
究
調
査
を
行
ふ
意
志
が
あ
る
こ
と
、
な
ほ
所
員
の
拡
充
は
可
及
的
に

早
く
行
ひ
た
い
、
等
と
見
ら
れ
る
。

　
　
新
京
・
北
京
・
上
海
に
駐
在

今
回
の
旅
行
の
主
た
る
目
的
は
在
満
支
各
研
究
調
査
機
関
と
連
絡
を
取
り
、
新
京
、

北
京
、
上
海
等
現
地
経
済
界
の
中
枢
地
に
あ
る
既
存
諸
調
査
機
関
内
に
本
学
研
究

所
の
出
張
所
を
設
置
、
一
、
二
名
の
研
究
員
を
常
置
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
該
地

各
調
査
機
関
の
行
ふ
調
査
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
及
び
将
来
研
究
所
が
現

地
に
お
い
て
特
殊
な
調
査
を
行
ふ
為
、
か
な
り
長
期
に
渉
つ
て
若
干
名
の
所
員
を

派
遣
す
る
際
そ
の
足
場
た
ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
が
、
現
地
各
調
査
機
関
よ

り
甚
だ
積
極
的
な
協
讃
を
得
、
所
期
の
目
的
を
達
し
た
と
思
ふ
、
即
ち
新
京
出
張

所
、
満
州
方
面
に
関
し
て
は
満
鉄
調
査
部
新
京
支
社
で
は
、
目
下
増
築
中
の
建
物

が
来
年
度
完
成
し
た
暁
に
は
支
社
内
に
一
室
本
研
究
所
に
提
供
し
、
諸
研
究
所
の

行
ふ
諸
調
査
に
関
す
る
連
絡
の
便
を
は
か
る
旨
確
答
を
得
た
。

新
京
出
張
所
、
華
北
政
務
委
員
会
の
指
導
の
下
に
北
支
開
発
調
査
部
を
主
体
現
地

各
調
査
機
関
を
統
合
し
最
近
設
立
さ
れ
た
華
北
総
合
調
査
研
究
所
が
目
下
満
鉄
北

支
経
済
調
査
部
の
有
力
な
協
力
機
関
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
王
蔭
泰
所
長
、
伊
沢
道

夫
副
所
長
等
の
骨
折
に
て
同
研
究
所
敷
地
た
る
元
燕
京
大
学
の
建
物
内
の
一
室
を

得
、
調
査
の
便
を
受
け
る
こ
と
に
話
が
ま
と
ま
つ
た
。
な
ほ
該
研
究
所
側
の
強
い

希
望
と
し
て
現
地
駐
在
員
に
大
学
教
授
級
の
所
員
を
置
き
、
調
査
開
始
間
も
な
い

該
研
究
所
の
事
業
等
の
企
画
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
実
地
指
導
を
受
け
た
い
旨
申

し
入
れ
が
あ
り
、
し
か
も
出
来
得
べ
く
ん
ば
、
来
春
早
々
に
も
派
遣
さ
れ
た
い
と

の
こ
と
で
あ
つ
た
。

上
海
出
張
所
、
予
定
に
よ
れ
ば
、
東
亜
同
文
書
院
内
に
設
置
す
る
筈
で
あ
つ
た
が
、

出
張
講
義
を
か
ね
た
駐
在
員
を
望
む
先
方
と
の
話
合
が
つ
か
ず
、
一
先
づ
保
留
す

る
こ
と
に
な
つ
た
。
か
て
、
加
へ
て
、
同
書
院
は
上
海
市
内
よ
り
か
な
り
離
れ
、

現
地
経
済
界
の
中
枢
と
の
た
え
ざ
る
連
絡
を
要
す
る
出
張
所
の
位
置
と
し
て
は
不

適
で
あ
る
た
め
、
こ
の
問
題
は
改
め
て
考
へ
た
い
と
思
ふ
。

　
　
現
地
進
出
の
可
能
性

現
在
研
究
所
の
主
力
は
南
方
研
究
に
集
中
す
る
と
は
い
へ
、
大
東
亜
共
栄
圏
建
設

に
対
す
る
理
論
を
探
求
す
べ
き
本
研
究
所
と
し
て
は
、
満
支
一
帯
に
わ
た
る
諸
地

域
の
研
究
は
依
然
続
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
南
方
調
査
の
方
向
が
一
応
決

定
す
れ
ば
、
そ
の
方
向
に
振
り
向
け
ら
れ
た
所
員
も
可
及
的
に
満
支
に
振
り
向
け

得
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
本
学
研
究
所
の
大
陸
進
出
に
関
し
て
は
現
地
側
の
要
望
に

見
ら
れ
る
ご
と
く
、
多
少
乱
立
の
嫌
ひ
が
あ
る
。
現
地
諸
調
査
機
関
の
業
跡
に
理

論
的
な
統
一
を
あ
た
へ
る
も
の
と
し
て
強
く
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
現
状

は
ま
た
本
学
研
究
所
の
建
前
た
る
、
現
実
の
動
き
に
則
し
て
そ
れ
に
理
論
的
な
統

一
を
付
与
す
る
が
如
き
方
向
が
充
分
有
効
な
状
態
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。

例
を
と
れ
ば
、
現
に
北
支
で
行
は
れ
て
ゐ
る
経
済
統
制
の
如
き
も
、
そ
の
実
施
に

あ
た
つ
て
、
日
本
内
地
に
お
け
る
統
制
経
済
の
経
験
を
も
ち
来
つ
て
無
雑
作
に
北

支
に
も
適
用
せ
ん
と
す
る
嫌
が
あ
り
、
か
く
て
、
日
本
人
の
み
統
制
し
て
、
支
那
人
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の
間
に
は
及
ば
ぬ
、
と
い
ふ
結
果
を
来
す
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
従
つ
て
将
来
、

こ
の
配
給
、
集
買
機
構
に
関
し
て
も
鋭
利
な
理
諭
の
目
が
む
け
ら
れ
る
こ
と
は
実

際
上
か
ら
い
つ
で
も
絶
対
必
要
な
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
ま
た
去
年
十
二
月
在

上
海
の
敵
性
資
産
を
接
収
し
た
際
押
へ
た
大
商
店
、
大
銀
行
の
書
類
中
に
は
百
数

十
年
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
あ
り
、
米
英
東
亜
侵
略
の
実
状
を
調
査
す
る
に
貴
重

な
資
料
で
あ
る
が
、
高
度
の
理
論
を
要
求
す
る
た
め
に
未
だ
調
査
に
着
手
さ
れ
て

ゐ
な
い
。
こ
れ
と
て
も
将
来
わ
が
研
究
所
の
進
出
す
る
方
向
た
り
得
る
と
思
ふ
。

な
ほ
、
現
地
は
今
日
な
ほ
軍
政
的
な
色
彩
濃
く
、
各
研
究
所
調
査
部
の
行
ふ
調
査

等
は
ほ
と
ん
ど
軍
依
頼
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
重
要
な
資
料
に
し
て
入
手
し
が
た

い
も
の
が
多
い
が
、
今
後
、
陸
軍
省
と
連
絡
を
と
つ
て
こ
の
方
面
の
開
拓
を
行
ひ

た
い
。
ま
た
所
員
が
軍
嘱
託
と
し
て
実
地
調
査
に
加
は
り
、
そ
の
資
料
を
確
保
す

る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
研
究
所
今
後
の
方
針

前
に
の
べ
た
如
く
、
現
地
諸
調
査
機
関
で
は
研
究
所
の
大
陸
進
出
を
す
こ
ぶ
る
積

極
的
に
期
待
し
援
助
す
る
気
運
に
あ
る
が
、
現
地
で
求
め
る
駐
在
員
と
し
て
は
撃

北
総
合
調
査
研
究
所
の
例
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
大
学
教
授
及
至
は
助
教
授
に
し

て
、
調
査
連
絡
を
か
ね
て
現
地
諸
機
関
の
指
導
を
も
行
ひ
得
る
有
力
な
ス
タ
ツ
フ

で
あ
り
、
か
つ
ま
た
実
際
に
駐
在
員
の
設
置
は
当
方
先
方
と
も
に
か
な
り
焦
眉
の

問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
た
め
、
来
蚕
二
、
四
月
頃
ま
で
に
派
遣
は
実
現
し
た
い
と
思

ふ
し
、
又
特
に
急
ぐ
北
京
駐
在
員
は
、
出
来
得
れ
ば
来
春
早
々
ま
で
に
で
も
実
現

し
た
い
希
望
を
持
つ
て
ゐ
る
。

し
か
し
一
方
研
究
所
と
し
て
は
現
在
南
方
経
済
圏
の
調
査
研
究
に
ほ
と
ん
ど
そ
の

主
力
を
集
中
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
ス
タ
ツ
フ
の
不
足
が
目
立
ち
、
こ
こ

に
矛
盾
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
万
一
現
研
究
所
々
員
中
に
適
当
人
選
が
行
ひ

得
な
い
な
ら
ぱ
、
研
究
所
に
関
係
を
持
た
ぬ
本
学
教
授
中
よ
り
選
ん
で
で
も
派
遣

し
た
い
と
思
ふ
。

な
ほ
創
設
未
だ
日
の
浅
い
本
学
研
究
所
が
量
的
た
い
つ
て
ス
タ
ツ
フ
の
不
足
を
か

こ
つ
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
研
究
所
員
か
ら
の
養
成
を
目
指
す
の
は
か
な
り
長

年
月
を
要
す
る
た
め
、
適
当
な
人
材
さ
え
見
出
せ
れ
ば
、
当
分
の
間
は
例
へ
ぱ
各

高
商
教
授
中
よ
り
抜
い
て
所
員
を
充
実
す
る
手
段
も
考
へ
て
ゐ
る
。
何
は
と
も
あ

れ
、
研
究
所
創
設
の
際
公
表
さ
れ
た
所
員
三
十
名
の
理
想
は
可
及
的
に
早
く
実
現

さ
せ
た
い
気
持
で
あ
る
。

　
　
基
金
使
用
の
方
法

調
査
成
果
の
理
論
的
な
統
一
整
理
を
標
梼
す
る
本
研
究
所
本
来
の
目
的
か
ら
い
へ

ば
、
財
団
基
金
利
子
な
ら
び
に
文
部
省
補
助
合
せ
て
約
三
十
万
円
の
予
算
に
不
自

由
は
感
じ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
寄
付
者
た
る
如
水
会
員
の
意
向
は
、
今
後
適
当
な

る
事
業
が
発
見
出
来
た
際
、
収
入
を
基
金
利
子
に
の
み
た
よ
る
が
如
き
姑
息
な
態

度
を
一
撫
し
て
大
々
的
に
こ
れ
を
行
ひ
、
基
金
の
如
き
、
二
、
三
十
年
の
う
ち
に

消
費
す
る
も
、
意
に
介
せ
ず
と
も
よ
し
、
収
入
の
件
は
そ
の
時
に
至
つ
て
改
め
て

考
ふ
べ
し
、
等
の
積
極
的
な
意
見
が
あ
り
今
後
、
研
究
所
側
と
し
て
も
こ
の
方
針

に
従
つ
て
大
胆
細
心
に
研
究
調
査
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
ふ
。

　
　
現
地
嘱
託
候
補
に
重
野
吉
夫
氏

従
来
研
究
所
が
現
地
に
置
い
た
嘱
託
は
他
に
公
務
を
帯
び
た
ひ
と
に
依
嘱
し
、
単

に
本
研
究
所
よ
り
の
依
頼
に
よ
つ
て
連
絡
或
ひ
は
資
料
の
整
理
等
を
行
ふ
に
す
ぎ

ず
、
積
極
的
な
仕
事
は
期
待
し
が
た
い
た
め
、
今
後
研
究
所
ス
タ
ツ
フ
が
拡
充
さ
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れ
る
と
、
も
に
こ
れ
に
代
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
会
長
今
回
の
渡
滴
支
に
当
り
、

新
た
に
嘱
託
を
求
め
る
こ
と
は
な
く
、
僅
か
に
上
海
商
工
会
議
所
、
重
野
吉
夫
氏

が
そ
の
候
補
に
の
ぼ
る
に
と
∵
ま
つ
た
。

　
　
研
究
所
の
保
護
育
成
に

　
　
現
地
如
水
会
の
熱
意

　
　
学
長
注
主
席
と
会
談

先
に
如
水
会
の
絶
大
な
る
後
援
を
得
て
創
設
さ
れ
た
東
亜
経
済
研
究
所
は
、
そ
の

後
も
一
橋
経
済
学
に
新
生
命
を
拓
く
も
の
と
し
て
、
如
水
会
員
全
体
の
一
致
し
た

後
援
を
う
け
つ
、
あ
る
が
、
今
日
更
に
研
究
所
の
現
地
進
出
の
途
を
ひ
ら
く
べ
き

任
を
も
つ
て
行
は
れ
た
学
長
の
五
十
日
に
亘
る
満
支
旅
行
に
も
、
到
る
と
こ
ろ
多

大
の
便
宜
と
支
援
を
う
け
、
研
究
所
の
将
来
の
多
幸
な
る
こ
と
を
思
は
せ
た
。

即
ち
、
満
支
一
帯
に
亘
り
、
経
済
上
拓
要
の
地
に
如
水
会
支
部
の
設
け
ら
れ
ざ
る

所
は
な
く
、
各
支
部
に
お
い
て
盛
大
な
る
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
、
前
後
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
明
）

学
長
の
出
席
し
た
歓
迎
会
の
数
は
、
口
回
に
及
ぷ
と
い
ふ
盛
況
は
他
に
比
類
の
な

い
所
で
あ
り
、
中
で
も
半
日
の
出
張
見
学
に
、
な
ほ
歓
迎
昼
餐
会
を
開
い
て
む
か

へ
た
撫
順
支
部
、
あ
る
ひ
は
学
長
の
帰
途
を
要
し
て
、
旅
程
の
一
日
延
期
を
強
つ

て
要
求
し
、
歓
迎
会
を
行
つ
た
下
関
支
部
等
の
熱
意
は
、
研
究
所
に
対
す
る
如
水

会
員
の
期
待
の
程
を
如
実
に
語
る
も
の
と
い
へ
よ
う
。

又
学
長
の
現
地
関
係
諸
機
関
と
の
交
渉
に
あ
た
つ
て
も
、
常
に
如
水
会
員
中
の
有

志
が
蔭
に
陽
に
連
絡
の
便
を
は
か
つ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
、
あ
は
た
寸
し
い
旅
の
交
渉
に
も
か
、
は
ら
ず
、
ほ
v
所
期
の
目
的
を
達
し
得

た
事
に
対
し
負
ふ
と
こ
ろ
甚
だ
大
で
あ
る
と
は
学
長
の
言
で
あ
つ
た
。

更
に
現
地
視
察
を
か
ね
た
学
長
の
渡
満
支
に
、
短
時
問
に
現
地
の
全
貌
を
伝
ふ
べ

く
、
新
京
如
水
会
支
部
の
有
志
が
新
京
中
銀
ク
ラ
プ
に
て
一
日
、
同
地
主
要
経
済

各
機
関
の
主
脳
部
数
名
を
集
め
、
各
々
二
、
三
十
分
ず
つ
現
状
の
説
明
を
行
ひ
、

又
そ
れ
を
伝
へ
聞
い
た
上
海
支
部
の
有
志
も
又
同
地
経
済
界
の
主
脳
部
約
十
名
を

日
本
ク
ラ
プ
に
会
し
、
矢
張
り
同
じ
く
、
現
地
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
行
ふ
等
、

如
水
会
の
協
力
に
は
余
す
所
が
な
か
つ
た
模
様
で
あ
る
。

　
　
先
発
隊
、
某
要
衝
に
安
着

大
東
亜
共
栄
圏
確
立
に
現
今
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
加
へ
る
南
方
経
済
圏
に
、

創
業
の
基
礎
漸
く
固
ま
ら
ん
と
す
る
本
学
東
亜
経
済
研
究
所
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
の

全
主
力
を
あ
げ
て
、
調
査
の
メ
ス
を
振
は
ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
本
紙
先
々
号
に

報
ぜ
ら
れ
た
ご
と
く
で
あ
つ
た
が
、
近
く
現
地
調
査
に
お
も
む
く
所
員
中
の
一
部

た
る
、
杉
本
、
山
中
、
高
橋
、
小
田
橋
の
四
教
授
が
先
発
隊
と
な
り
O
月
O
日
全

学
の
期
待
を
あ
つ
め
つ
つ
飛
行
機
に
て
出
発
、
○
日
南
方
某
要
衝
に
安
着
し
た
旨

公
電
が
あ
つ
た
。
な
ほ
同
先
発
隊
は
近
く
本
隊
と
合
し
、
所
定
プ
ラ
ン
に
従
つ
て

直
ち
に
研
究
に
着
手
す
る
手
筈
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
五
八
号
（
昭
和
十
七
隼
十
二
月
十
日
）




